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宮 崎 一 郎 (九大医学部)
今日までに判明している顎口虫を国別にみると,つ
ぎの通りである｡ 即ち, 日本には ｢有蘇｣, ｢ドロレ
ス｣, ｢日本｣の3種,オキナワに ｢ドロレス｣,台湾
に｢ドロレス｣と ｢剛麻｣,中国大陸に ｢有麻｣と ｢剛
林｣,フィリピンに ｢有麻｣, ｢ドロレス｣, ｢剛赫｣,
ベ トナムに ｢有棟｣, ｢ドロレス｣, ｢剛頼｣および新
しく発見された G.vietnamicum 〔ベ トナム顎口虫
(新称)〕がみられる｡タイ国には ｢有麻｣と ｢剛頼｣,
マレー シアに ｢有赫｣, ｢ドロレス｣, ｢剛棟｣および
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新しい｢マ レー シア顎口虫｣,インドに ｢有棟｣と ｢ド
ロレス｣,そして,ビルマ, セイロン, インドネシア





の4種,韓国に ｢ウ｣,台湾に ｢ウ｣と ｢小形大平｣,
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Antja . 25 3 12
Tomadoi 51 3 6
Langko j 22 2 9
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Fig.1 DistributionofScbistosomiasisJaponicainSoutheastAsia
フィラリアおよびマラリアの主要伝搬蚊
大 森 南 三 郎 (長崎大医学部)
人糸状虫 Wuchereria bancroftiには仔虫が夜
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